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大学の世界展開力強化事業
• 琉大世界展開力強化事業「COIL型教育を活用した太平洋島嶼地域の持続
的発展に資するグローバルリーダーの育成」(2018~2022年度)

ハワイ大学９校
マノア校

ヒロ校
マウイカレッジ

カウアイコミュニティカレッジ

ハワイコミュニティカレッジ
ホノルルコミュニティカレッジ
カピオラニコミュニティカレッジ
リーワードコミュニティカレッジ
ウィンドワードコミュニティカレッジ

グアム大学
パラオ地域短期大学
ミクロネシア連邦短期大学
マーシャル諸島短期大学

海外連携大学

グローバル津梁プログラム
副専攻

○必修科目[20科目](COIL型教育、外国語科目)

○選択科目[8単位以上]

○海外渡航

学生交流プログラム

太平洋島嶼地域探求プログラム[長期: 10ヶ月]

派遣・受入先の地域課題に適合した専門分野
を現地で探求する。

太平洋島嶼地域課題プログラム[短期: 数週間]

歴史、文化、地域課題等の特定のテーマにつ
いての短期型研修プログラム

COIL

COIL

派遣

受入

連携
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COIL (Collaborative Online International 
Learning) 

COIL–オンラインを活用した国際的な双方
向型の教育手法（文科省）
・Zoom等を活用した同期型COIL, コンテン
ツ共有の非同期型COIL、ハイブリッド型
COIL

琉大COILの特徴

• 太平洋島嶼地域の連携校との複数地点を結
んだ協働学習および学生交流

• SDGsに特化したグローバル人材教育

• グローバル津梁プログラム（副専攻）と連
動した教育の質保証
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SGDs 短期受入プログラム
• タイトルーGlobal Leadership for Island SDGs
• 目的ー太平洋島嶼地域の持続的発展に資するグローバルリーダ
ーの育成

【期間】

2020年2月16日-3月7日（事前研修 3W) 、3月17日-3月20日（本
研修4D）、3月27日（事後研修 1D）

• 募集と参加者

受入外国人学生5名→マーシャル諸島短期大学1名（全参加）、
ミクロネシア連邦短期大学1名・ハワイ大学3名（事前研修）、
日本人学生７名チューター

● 実施協力

講師６名（本学教員5名、JICA1名）、フィールドビデオ協力者
（子ども食堂運営者、サンゴ礁研究教員、学内博物館職員等） 4



事前交流（ImmerseU)

ImmerseU :関西大学IIGEとClass2Classが共同開発したCOIL学習プ
ラットフォーム *（COILのための教員ネットワーキングや授業のア
クティビティが行える）
* ImmerseU代表者のMatthew Hightower氏, Loye Ashton教授による協力を得てプラットフォームを作成。
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例“Someone 

cuts the line in 

front of you”

学生の投稿
状況把握
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“Get to know your Partner by 

understanding how they would react to a 

situation.”

“Understanding 

Different Places”



本研修の毎日のスケジュールとチューター
学生の役割

• JICA職員、他教員5名による講話（各90分）
•マーシャル学生はZoomによる現地からの参加
•日本人チューターは琉球大学の教室で対面参加
またはオンライン参加

• 琉大・沖縄に来ている雰囲気づくり

→キャンパスツアー動画、沖縄の食べ物・お店紹介動画（チューター作成）

• 受入学生は選択したSDGsについての最終

プレゼン課題あり

→Climate change（マーシャル）、Quality 

Education（ハワイ）のチームに分かれ、沖縄の

状況を取材し動画資料としてアップロード
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• Google Drive とZoom

交流プラットフォーム
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チューターによる受入学生プレゼンへの
支援（オンデマンド動画）

Climate change

教員インタビュー、キャンパス内の取り組み紹介

Quality educaion

こども食堂、フリースクールの訪問調査
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最終プレゼンと事後指導

•受入学生によるプレゼンとQ&A

ルーブリックによるフィードバック

• 1週間後にふり返りの事後指導
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プログラムの効果検証
• BEVI (Beliefs, Events and Values Inventory)

T1/T2/T3

個人の特性の形成に影響を及ぼす信条や経験、価値観を問
う185問（4段階リッカート）のオンライン質問表により、
17の因子を抽出・測定できる（質問項目から測定対象コ
ンピテンシーの推測不可能）

•事後アンケート（本発表では略）

本研修終了直後に紙面でアンケート実施（自由記述およ
びLikert Scaleの質的量的調査）。

•日本人学生チューターへの事後インタビュー

プログラムから６ヶ月後に対面でインタビュー実施（各
学生90分のin-depth interview）。事後分析を行い、プログ
ラムの効果を検証し改善策について学生から助言。
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17の指標で T1→T2→T3の変化を見る
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特に下の３つ、そのうちのEcological 
Resonance

56

↓

61

↓

68

T1

T2

T3
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日本人チューターのインタビュー結果
● 特に学びとして重要だった点
・チューター学生にとって新鮮な英語の授業「普通の講義や英語の
講義とかと違って、沖縄の文化を英語を使って学ぶことができたこと
が自分にとって大きな経験だった。」（国際地域創造学部 2年）「１
週間って期間だったんですけどその中で英語を使って専門性のあるこ
とを学べたことが自分にとっての大きな成果だと思います。」（医学
部 2年）

・参加意義の捉え直し「チューターなのに相手の学生がどんどんい
なくなって、正直意味あるのかなと思ったけど、逆に自分たちがメイ
ンとなって授業に参加しよう、みたいな。」（医学部 2年）「自分の
専門外の先生にアポ取ってビデオ撮ったのはドノヴァン君に送るため
のものじゃないですか、でもその時に自分こそなんか勉強になった気
がして。」（法文学部 3年）

・日常性の共有による意図しない異文化体験「鶏がいっぱいて、あ
ちらは兄弟が多くて親戚も家にいてフレンドリーでした。Zoomが声を拾
って。あとは宗教関連で日曜日に牧師さんが家に来ているとか。私が宗教
に関わっていないのでびっくりしました。」（理学部 4年）
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● 事後調査に見る学生の行動・意識変容

環境問題から食の生産部分について関心をもち、
食べ物を選択するようになった。

サンゴに優しい日焼け止め、ゴミ容器がでない
シャンプー類を使用するようになった。

社会の中におけるジェンダーの多様性に関心が出て、自
分の中で視野を広げようと思った。

子供の貧困問題や教育の格差への関心が高まった。

卒業後、青年海外協力隊に入りたいと思い、先生に進路
を相談した。
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結論・今後への示唆

• COVID-19 の認知・影響と共に変化せざるを得なかった
プログラム

Mobilityを前提に
したオンライン交流

オンラインのみで
実施する国際交流

しばらくは
こちらがメイン？
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今後への示唆

•オンラインの国際交流で何ができるか

•（対面での国際交流以上に）画面から読み取る個人の日常性の共有が
リアリティを与える

•学生同士の自主的な学び

•学習プラットフォームやICTに関する事前オリエンテーションを十分に
行う→ICTスキルを全員で向上させ、プログラム参加において、誰一人
取り残さないという意識づけを行なう

• SDGsという共通課題への意識づけ、行動変容
・事前研修から「自分ごと」として捉える視点や問題意識を共有

● 英語教育への示唆
オンライン事前交流でも「相手が辛抱強く待ってくれた」

• 自分のできることで貢献（字幕、ナレーション、など）
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ご静聴ありがとうございました
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